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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

第48期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 71,052,49223,371,574131,747,284

経常利益（千円） 1,162,024376,4293,770,428

四半期（当期）純利益又は四半期
純損失（△）（千円）

432,150 △8,231 1,919,935

純資産額（千円） － 20,903,14821,619,419

総資産額（千円） － 41,673,20145,798,927

１株当たり純資産額（円） － 2,411.892,384.48

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は１株当たり四半期純損失
金額（△）（円）

49.36 △0.95 211.76

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） － 50.2 47.2

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

3,795,071 － 3,324,173

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△272,202 － 25,660

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△1,526,285 － △2,865,597

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

－ 5,320,7973,868,640

従業員数（人） － 481 383

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第48期及び第49期第3四半期連結累計期間にお

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第49期第3四半期連結会計期間においては、１株当たり四

半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社に異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　なお、前連結会計年度において連結子会社であったNIDECO ELECTRONICS HONG KONG LTD.は、平成19年12月13日開催の同社

及び当社の取締役会決議に基づき解散決定しており、卓華電子（香港）有限公司（連結子会社）への業務等の移管を完了

し、清算手続中であります。

　なお、当該子会社の解散及び清算は、香港における窓口の一本化によるグループ運営の効率化・最適化を図ることを目的と

しております。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 481

　（注）　従業員数は就業人員数（グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であり、嘱託を含み、パート、派遣社員を除

いております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 243（28）

　（注）　従業員数は就業人員数（社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（パート、派遣社員）は、当第３四半

期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと以下のとおりであります。

品目別 生産高（千円）

生産 75,528

合計 75,528

　（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３　「生産」品目で内訳表示しているのは、当社グループが生産している液晶用バックライトがその主な商品でありま

す。

 

(2）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における仕入実績を品目別に示すと以下のとおりであります。

品目別 仕入高（千円）

液晶デバイス 7,118,131

半導体・集積回路 2,636,545

電子部品・その他 11,737,282

合計 21,491,959

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を品目別に示すと以下のとおりであります。

品目別 受注高（千円） 受注残高（千円）

液晶デバイス 6,118,982 4,119,249

半導体・集積回路 3,166,460 2,603,350

電子部品・その他 13,826,743 11,093,382

生産 111,809 84,601

合計 23,223,996 17,900,583

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「生産」品目で内訳表示しているのは、当社グループが生産している液晶用バックライトがその主な商品でありま

す。
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(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと以下のとおりであります。

品目別 販売高（千円）

液晶デバイス 6,675,073

半導体・集積回路 3,419,031

電子部品・その他 13,204,477

生産 72,992

合計 23,371,574

　（注）１　当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は以下のとおり

であります。

 
相手先

当第３四半期連結会計期間

 金額（千円） 割合（％）

 シャープ株式会社 7,541,891 32.3

 株式会社ナナオ 2,569,832 11.0

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３　「生産」品目で内訳表示しているのは、当社グループが生産している液晶用バックライトがその主な商品でありま

す。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

　当社グループは電子部品販売事業の割合が90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しており

ます。このため事業の種類別セグメント情報に代えて、品目別の概況を記載しております。

 

　　　当第3四半期(3ヶ月)における経済状況は、米国発の金融不安が急速に実体経済にも影響を及ぼして所謂「百年に一度」の

経済危機を現出し、世界経済の中では相対的に優位にあると見られていたわが国経済も、低迷する消費、下落する株式市

況、進行する円高等により企業収益は大幅な減速を余儀なくされ、それに対応する結果、雇用・労働市場も不安定化する

等、当分の間経済の成長は見込みがたい展開となりました。

こうした状況下、当社グループは顧客の海外シフトを含めた海外商談増加による伸長および新規顧客の開拓に取り組み

業績の確保に努めましたが、当社を取り巻く種々環境の激しい変化及び世界の金融市場の混乱による世界経済の景気悪化

の影響により、売上高は233億71百万円となりました。

各品目別の概況は次の通りであります。

(液晶デバイス)　　　 アミューズメント向け液晶デバイスが厳しい市況環境の変化により減少し、また携帯電話向け小

型液晶の販売減少により売上高は66億75百万円となりました。

(半導体・集積回路)　 デジタルカメラ向けカメラモジュール及びアミューズメント用光半導体が液晶デバイス同様減

少したことにより、売上高は34億19百万円となりました。

(電子部品・その他)　 デジタルテレビ向けチューナーモジュールの低迷及び海外子会社における液晶モジュール向け

デバイスの減少により、売上高は132億4百万円となりました。

(生産)　　　　　　　 自社製品であるバックライトは、プリンター向けは堅調に推移したものの、携帯電話向けの採用機種の

終息により、売上高は72百万円となりました。

　所在地別売上高では日本における売上高は106億30百万円、アジアにおける売上高は127億40百万円となりました。利益面

では、売上原価219億11百万円を控除した売上総利益は14億60百万円となり、人件費6億12百万円を中心とする販売費及び

一般管理費は10億33百万円であり、結果営業利益は4億26百万円となりました。

　営業外収益及び費用では外国為替市場における円高の影響を受けて、為替差損1億19百万円を営業外費用に計上し、経常

利益段階では3億76百万円の利益となっております。

　特別損益では、特別損失として株式市場の低迷による投資有価証券評価損6億17百万円を計上した結果、税金等調整前四

半期純損失は2億41百万円となりました。税金費用を控除して、当四半期の四半期純損失は8百万円となっております。

(2)財政状態について

当第3四半期連結会計期間末の連結総資産は、416億73百万円（前連結会計年度末対比41億25百万円、9.0%の減少）とな

りました。

資産では、受取手形及び売掛金214億83百万円を中心とする流動資産が379億18百万円で、総資産の91.0%を占め、固定資

産37億54百万円が残りの9.0%を占めています。

一方、負債合計207億70百万円（前連結会計年度末対比34億9百万円、14.1%の減少）のうちでは、支払手形及び買掛金103

億11百万円と短期借入金46億89百万円がその主なものとなっています。

純資産の部では、第１四半期連結会計期間に実施した自己株式の取得等により、純資産合計は209億3百万円（前連結会

計年度末対比7億16百万円、3.3%の減少）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第3四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は53億20百万円となりました。

　各活動によるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第3四半期連結累計期間において営業活動では37億95百万円の資金を調達しました。税金等調整前四半期純利益4億44

百万円を確保し、売上債権の減少55億60百万円、仕入債務の減少8億2百万円、たな卸資産の増加9億48百万円がその主な要

因となっています。

　なお、当第3四半期連結会計期間では、仕入債務の増加4億14百万円を主因に、3億85百万円の資金を調達しました。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第3四半期連結累計期間において投資活動では2億72百万円の資金を使用しました。投資有価証券の取得1億72百万円、

定期預金の預入1億円がその主な活動です。

なお、当第3四半期連結会計期間においては投資有価証券の取得1億57百万円、定期預金の預入50百万円が活動の主なも

ので、2億1百万円の資金を使用しました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第3四半期連結累計期間において財務活動では15億26百万円の資金を使用しました。自己株式の取得に5億49百万円、配

当金の支払に2億66百万円を使用したうえ、営業活動で調達した資金を使用し、短期借入金を4億円返済し、社債を3億10百

万円償還しました。

　なお、当第3四半期連結会計期間では短期借入金により3億81百万円を調達し、配当金を1億31百万円支払った結果、2億50

百万円の資金を調達しました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第3四半期連結会計期間において、当社グループの対処すべき事業上及び財務上の課題については重要な変更はありま

せん。

 

(5）研究開発活動

　特に記載する事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第3四半期連結会計期間において当社グループの主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第3四半期連結会計期間において新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年2月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,086,755 9,086,755
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 9,086,755 9,086,755 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

－ 9,086,755 － 3,086,340 － 3,124,208
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（５）【大株主の状況】

　　　1.　　当第３四半期会計期間において、バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社及びその共同保有者であるバー

クレイズ・グローバル・インベスターズ、エヌ・エイ(Barclays Global Investors,N.A.)から平成20年10月31日付の

大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年10月27日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を

受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名または名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

バークレイズ・グローバル・

インベスターズ株式会社
東京都渋谷区広尾1丁目1番39号 244,400 2.69

バークレイズ・グローバル・

インベスターズ、エヌ・エイ

(Barclays Global Investors,N.A.)

米国カリフォルニア州サンフランシ

スコ市ハワード・ストリート400
236,800 2.61

 

2.　　当第３四半期会計期間において、バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社及びその共同保有者である

バークレイズ・グローバル・インベスターズ、エヌ・エイ(Barclays Global Investors,N.A.)から平成20年12月15日

付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年12月8日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報

告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名または名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

バークレイズ・グローバル・

インベスターズ株式会社
東京都渋谷区広尾1丁目1番39号 240,100 2.64

バークレイズ・グローバル・

インベスターズ、エヌ・エイ

(Barclays Global Investors,N.A.)

米国カリフォルニア州サンフランシ

スコ市ハワード・ストリート400
114,883 1.26
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

   平成20年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式　　420,000

－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,663,800 86,638 同上

単元未満株式 普通株式　　　2,955 － 同上

発行済株式総数 9,086,755 － －

総株主の議決権 － 86,638 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権2個）が含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式94株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    平成20年9月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社エクセル

東京都港区西新橋三丁
目12番10号

420,000 － 420,000 4.62

計 － 420,000 － 420,000 4.62

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,265 1,400 1,545 1,416 1,132 1,035 851 784 815

最低（円） 962 1,054 1,326 1,034 980 800 501 561 630

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部における株価を記載しております。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64

号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,745,297 4,194,140

受取手形及び売掛金 ※2
 21,483,564

※2
 27,670,640

商品 10,083,080 9,317,663

原材料 25,790 12,964

仕掛品 3,420 1,009

その他 803,482 718,901

貸倒引当金 △225,787 △214,668

流動資産合計 37,918,847 41,700,651

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,953,078

※1
 1,974,773

無形固定資産 17,740 20,933

投資その他の資産

その他 ※3
 2,083,158

※3
 2,392,567

貸倒引当金 △299,623 △289,999

投資その他の資産合計 1,783,534 2,102,568

固定資産合計 3,754,353 4,098,275

資産合計 41,673,201 45,798,927

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 10,311,766

※2
 11,496,655

短期借入金 4,689,551 5,129,464

1年内償還予定の社債 1,120,000 620,000

未払法人税等 － 145,315

賞与引当金 110,638 228,905

役員賞与引当金 29,250 70,200

その他 864,562 1,646,987

流動負債合計 17,125,768 19,337,527

固定負債

社債 1,550,000 2,360,000

退職給付引当金 755,741 790,684

負ののれん 515,743 720,789

その他 822,798 970,506

固定負債合計 3,644,284 4,841,980

負債合計 20,770,052 24,179,507
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,086,340 3,086,340

資本剰余金 3,126,953 3,127,044

利益剰余金 15,647,083 15,596,909

自己株式 △571,031 △26,328

株主資本合計 21,289,345 21,783,965

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △48,177 △162,346

為替換算調整勘定 △338,020 △2,200

評価・換算差額等合計 △386,197 △164,546

純資産合計 20,903,148 21,619,419

負債純資産合計 41,673,201 45,798,927
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 71,052,492

売上原価 66,545,013

売上総利益 4,507,479

販売費及び一般管理費 ※
 3,200,401

営業利益 1,307,077

営業外収益

受取利息 26,266

受取配当金 26,106

仕入割引 117,861

負ののれん償却額 46,885

その他 81,342

営業外収益合計 298,462

営業外費用

支払利息 116,248

為替差損 264,039

その他 63,227

営業外費用合計 443,515

経常利益 1,162,024

特別利益

訴訟和解金 66,666

特別利益合計 66,666

特別損失

退職給付費用 95,344

固定資産除却損 1,058

投資有価証券評価損 688,219

投資有価証券売却損 42

特別損失合計 784,665

税金等調整前四半期純利益 444,026

法人税、住民税及び事業税 68,318

法人税等調整額 △56,443

法人税等合計 11,875

四半期純利益 432,150
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 23,371,574

売上原価 21,911,134

売上総利益 1,460,440

販売費及び一般管理費 ※
 1,033,829

営業利益 426,611

営業外収益

受取利息 7,092

受取配当金 10,185

仕入割引 31,621

負ののれん償却額 15,628

その他 52,103

営業外収益合計 116,633

営業外費用

支払利息 31,397

為替差損 119,562

その他 15,854

営業外費用合計 166,815

経常利益 376,429

特別損失

固定資産除却損 528

投資有価証券評価損 617,450

投資有価証券売却損 38

特別損失合計 618,017

税金等調整前四半期純損失（△） △241,588

法人税、住民税及び事業税 △160,688

法人税等調整額 △72,667

法人税等合計 △233,356

四半期純損失（△） △8,231
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 444,026

減価償却費 36,503

負ののれん償却額 △46,885

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20,935

賞与引当金の増減額（△は減少） △117,566

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,950

退職給付引当金の増減額（△は減少） △34,871

受取利息及び受取配当金 △52,372

支払利息 116,248

デリバティブ評価損益（△は益） △40,640

訴訟和解金 △66,666

投資有価証券評価損益（△は益） 688,219

売上債権の増減額（△は増加） 5,560,647

たな卸資産の増減額（△は増加） △948,040

仕入債務の増減額（△は減少） △802,422

未払金の増減額（△は減少） △1,303,541

その他の流動負債の増減額（△は減少） 559,524

その他 269,726

小計 4,241,871

利息及び配当金の受取額 62,163

利息の支払額 △105,937

訴訟和解金の受取額 38,095

法人税等の支払額 △441,121

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,795,071

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000

投資有価証券の取得による支出 △172,980

その他 777

投資活動によるキャッシュ・フロー △272,202

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,684

社債の償還による支出 △310,000

自己株式の取得による支出 △549,085

配当金の支払額 △266,316

その他 △199

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,526,285

現金及び現金同等物に係る換算差額 △97,853

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,898,729

現金及び現金同等物の期首残高 3,868,640
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 120,857

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △567,429

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,320,797
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間よりEXCEL

SINGAPORE PTE.LTD.は重要性が増したた

め、連結の範囲に含めております。また、

NIDECO ELECTRONICS HONG KONG LTD.は

卓華電子（香港）有限公司（連結子会

社）へ業務等を移管し、清算手続中であ

り、重要性が乏しくなったため、連結の範

囲から除外しております。

(2）変更後の連結子会社の数

　５社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

 たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として移動平均法に

よる低価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として移動平均法による

原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）に

より算定しております。これにより損益

に与える影響はありません。

 (2）退職給付に係る会計処理方法の変更

 　第１四半期連結会計期間より、従業員の

増加に伴い、退職給付に係る会計処理を

より適正に行うため、退職給付債務の計

算方法を簡便法から原則法に変更してお

ります。

　この変更に伴い、期首における簡便法と

原則法により計算した退職給付債務の差

額は「退職給付費用」として95,344千円

を特別損失に計上しております。

　この結果、従来の方法によった場合と比

較して、第3四半期連結累計期間の退職給

付費用が130,949千円多く計上され、営業

利益、経常利益は35,604千円減少し、税金

等調整前四半期純利益は130,949千円減

少しております。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 (3）「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

 　第１四半期連結会計期間より、「連結財

務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第18号　平成18年５月17日）を適用し

ております。

　なお、これにより損益に与える影響はあ

りません。

 

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※1　有形固定資産の減価償却累計額は、860,784千円であり

ます。

※1　有形固定資産の減価償却累計額は、835,632千円であり

ます。

※2　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

なお、当第3四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形

の金額は次の通りです。

　　　

※2　

 

─────────

　　　 受取手形　　149,226千円

　　 　支払手形　　148,912千円

 

※3　担保資産 ※3　担保資産

　　 　担保に供されている資産について事業の運営において

重要なものであり、かつ前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められるもの

 

 

投資有価証券　　 80,475千円

 

投資有価証券　　181,485千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

 

給料手当 1,060,420千円

荷造運賃 409,375千円

賞与引当金繰入額 111,207千円

役員賞与引当金繰入額 29,250千円

退職給付費用 83,713千円

貸倒引当金繰入額 20,935千円

　

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

 

給料手当 347,540千円

荷造運賃 134,114千円

賞与引当金繰入額 103,004千円

役員賞与引当金繰入額 9,750千円

退職給付費用 27,755千円

貸倒引当金繰入額 5,590千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲載されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 

 （千円）

現金及び預金勘定 5,745,297

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△424,500

現金及び現金同等物 5,320,797

　

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20

年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　9,086千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　420千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月24日
定時株主総会

普通株式 136,001千円 15円 平成20年３月31日平成20年６月25日利益剰余金

 

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月23日
取締役会

普通株式 129,999千円 15円 平成20年９月30日平成20年12月5日利益剰余金

 

５．株主資本の金額の著しい変動

当第3四半期連結会計期間末において純資産は20,903,148千円（前連結会計年度末対比716,271千円の減少）と

なっておりますが、その主な要因は以下のとおりであります。

①　当社は平成20年５月15日の取締役会決議により自社株式400,000株を取得価額総額６億円にて平成20年

５月16日から同９月22日の期間において買付けることを決議し、平成20年５月16日から平成20年６月20

日の期間において400,000株全ての買付けを終了しました。この結果、第3四半期連結累計期間において

自己株式が544,702千円増加しました。

②　外国為替市場における円高の影響を受けて、為替換算調整勘定が第3四半期連結累計期間において

335,820千円減少しました。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平

成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　電子部品販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1) 外部顧客に対する売上高 10,630,65412,740,92023,371,574 － 23,371,574

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

2,311,40752,9892,364,396(2,364,396) －

計 12,942,06112,793,91025,735,971(2,364,396)23,371,574

営業利益 316,644 108,524 425,169 1,441 426,611

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 34,266,43036,786,06171,052,492 － 71,052,492

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

5,901,293394,2726,295,565(6,295,565) －

計 40,167,72437,180,33377,348,058(6,295,565)71,052,492

営業利益 843,432 448,0221,291,45415,6221,307,077

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 6,374,153 6,816 6,380,969

Ⅱ　連結売上高（千円）   23,371,574

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 27.3 0.0 27.3

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 17,600,005 12,945 17,612,950

Ⅱ　連結売上高（千円）   71,052,492

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 24.8 0.0 24.8

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四

半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しており

ません。

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

著しい変動がないため記載しておりません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 

１株当たり純資産額 2,411.89円
　

 

１株当たり純資産額 2,384.48円
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 

１株当たり四半期純利益金額 49.36円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

 

１株当たり四半期純損失金額 0.95円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円）

四半期純損失（千円）

432,150

－

－

8,231

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円）

普通株式に係る四半期純損失（千円）

432,150

－

－

8,231

期中平均株式数（千株） 8,755 8,666

 

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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２【その他】

①訴訟

当社は下記のとおり訴訟を提起されておりましたが、平成20年10月8日付けで東京地方裁判所において原告が訴訟を取

り下げて、決着しております。

事件番号　　　　　平成19年（ワ）第13697号

訴訟の内容　　　　不正競争損害賠償等請求

原告　　　　　　　株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパン

被告　　　　　　　株式会社エクセル　外1名

係争金額　　　　　金3億円

提訴日　　　　　　平成19年5月31日

 

なお、上記訴訟とは別に当社は以下のとおり、株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパンを被告とする訴訟を東京

地方裁判所に提起しておりましたが、本件は平成20年9月18日付け同地裁判決により、当社の請求が全面的に認容されま

した。

この判決を受けて、株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパンから和解の提案があり、当社としても訴訟の長期化

が経営資源に与える負担等を勘案し、下記の通り和解に応じております。

 

訴訟の内容

事件番号　　　　　平成19年（ワ）第7222号

訴訟の内容　　　　原状回復等請求等

原告　　　　　　　株式会社エクセル

被告　　　　　　　株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパン

係争金額　　　　　金1億5百万円

提訴日　　　　　　平成19年3月23日

 

和解の概要

・株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパンは判決において認められた債権のうち金70百万円を分割して当社に

支払い、支払が約定どおり全額行われた場合は、当社は本件判決において認められたその余の請求を放棄するものと

する。

・株式会社ゼンテック・テクノロジー・ジャパンは本件和解の契約締結後3日以内に、当社外1名に対する訴訟（事件番

号：東京地裁　平成19年（ワ）第13697号）を取り下げる。

 

②中間配当

第49期（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）中間配当については、平成20年10月23日開催の取締役会において、

平成20年9月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議し、配当を行っております。

 

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　129,999千円

②　1株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　15円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成20年12月5日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エクセル(E02890)

四半期報告書

27/28



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月12日

株式会社エクセル

取締役会　御中

 

三　優　監　査　法　人

 

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久　保　幸　年　　印

 

 

 業務執行社員  公認会計士 山　本　公　太　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセルの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセル及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更２．(1）に記載のとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用しているため、当該会計基準により四半期連結財務諸表を

作成している。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更２．(2）に記載のとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より、退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更している。

３．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更２．(3）に記載のとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」を適用しているため、当該

会計基準により四半期連結財務諸表を作成している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社エクセル(E02890)

四半期報告書

28/28


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

